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Part 1 . KFMA (Korea Facility 

Management Association)の主な活動

1. FMセミナ - 最近のトピック主題を中心に毎月

2. 国際シンポジウム(毎年11月）

3. 韓国FM大賞

4. 委員会運営

5. KCFM- 施設経営管理士資格

6. FM関連研究活動支援

7. 学会活動－論文集発刊(韓国研究財団登録)

8. FM コンサルティング
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1. 201９年度FMセミナ主題

 1月主題 ：既存建築物のエナジー性能測定による最適化管理テクニック

 2月主題 : Digitisation and Facility Management

 3月主題 : 韓国施設管理市場の実用的IFM導入方案（Supplier&Buyer観点）

 ４月主題 : New Stay事業の理解および推進背景

 5月主題 : Startfield 河南施設現況とGB‐FMS本社スマートオフィス見学

 6月主題 : IFM Digitization,人空知能とFMの未来

 7月主題 : Workplace360オフィス

 8月主題 : 世帯と施設拡張現実コンテンツ化プラットフォーム

 9月主題 : IoT基板知能型住居/オフィス環境(ホームIoT, ビールIoT) 

 10月主題 : Bosch Global IoT Business 推進現況
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第１主題 ‐ 戰略的FM

第２主題 –安全と環境

第３主題 - FM Summit 

第４主題 – Asset/Property市場

第５主題 – 使用者中心のFM platform

第６主題 – 建築物性能向上技法

第７主題 - FM Technology

KFMAの活動

52. 2019国際シンポジウム

Survival FM（変化の時代、FMの役割）
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3. 2019年度FM大賞

1) 施設経営部門

2) 空間経営部門

3) リノベーション部門

4) 情報経営部門

5) 照明デザイン部門

6) スマートオフィス部門

7) 特別賞(今年のFMer)
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4．委員会

 諮問委員会

 運営委員会

 学術委員会

 編集委員会

 民資事業委員会

 病院産業委員会

 公共FM委員会

 国際交流委員会

 グリンエナジー委員会

 都市デザイン委員会

 産災相談委員会

 KCFM資格委員会

 KCFM資格試験運営委員会

 FM産学特別委員会

 FM標準委員会
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5．施設経営管理士(KCFM)‐FM専門家の養成

1．1999年度(FM資格制度研究委員会) - FM資格制度と教育プログラム提案

2．2000年度(FM資格制度委員会) - 2001年から資格制度試行提案

３．2001年度(CFM推進委員会) - IFMAと連携したCFM資格制度試行合意

4. 2007年5月-2008年2月(FM教育委員会) - FM専門家教育課程推進

5．2008年7月-2009年6月(FM教育委員会) - ビル経営協会と共同にビル運営

専門家課程推進

6．2010年度(FM教材編集委員会) - FM教育課程のための教材編纂

7. 2011年度(FM資格制度委員会) - FM民間資格可能性検討

８．2013年度 – KCFM(施設経営管理士)教育 : 2019年まで９期卒業
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6. 学会活動 - 論文集(韓国研究財団)発刊
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１．IFM(Integrated Facility Management)産業の韓国現況

1) IFM事業

― 韓国では施設管理, 清掃管理, PM(Property Management), 警備保安な

どに区分された専門FM会社が多い。

― Catering Services, Support Services, エンジニアリングが含まれた統

合サービス会社は少ない。

―  政府の労働政策、特に公共企業がアウトソーシング分野を直営正規職

化と転換しており、アウトソーシング市場が萎縮されている。

― 大企業の場合は下請けの規制によってFM事業規模の拡大が難しい。
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2) 韓国FM専門会社が国際化と多角化のためIMF事業に関して

興味をもっている。

- KFMAが中心になって IFM事業に関する多様なセミナーとシンポジウム

を開催している。

. 国際的FM企業であるCBRE, JLL, ISS, IDENの専門家招待セミナー開催

. 韓国 IFM会社であるGB FMSのCEOと専門家招待セミナー開催

3) 韓国の大企業のFM社の以降の展望

- 韓国の主要なFM社はいままでのKFMAセミナーなどの積極的な活動

によってIFM事業を本格的に推進しようとしている。
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2．FM関連政府政策の変化による影響 13

最近の韓国のFM関連イシューと対応

１) 政策の変化

• 勤労者の最低賃金の引き上げ

• 公共機関のアウトソーシング(施設管理、警備、清掃など)

直営化による業界変化

２) 影響

• 共同住宅警備員の大量解雇

• 清掃部門無人などの設備化(ロボット化)増加

• アウトソーシング会社の経営難、廃業増加

• 清掃管理高効率化方案



3. LGサイエンスパーク 14

最近の韓国のFM関連イシューと対応

1. 第20回韓國FM大常施設經營部門大賞受賞

2. LGグループ8個系列社が參與して33.5万坪規模の尖端融‧複合R&D團地に助成

された韓国最大規模の硏究団地

3. 管理会社である”S&Iコーポレーション”は空間管理ブランドである”atxpert”, 

建物運營管理システムである”Expert Service at Genuine”を導入して体系的であ

り効率的な運営管理を図っている。

4. TLセンタ(Technology/Learning Center)を構築して技術基盤サービスとFM専門

家養成のための施設を完備している。



1) FMISO/TC267による国際的FM標準の韓国普及のためKFMAと韓国標準

協会(KSA)は2016年8月22日にMOU締結

- KS標準にTC267標準の適用のための共同協力

2) 民間企業への普及のためにKFMAの持続的Summit開催

3) KS(韓国標準)規定にFM ISO/TC267導入を準備中

4) 外国系と国内IFM会社はFMの国際的標準によって契約や作業標準を

段階的に導入している。

- Jones Lang LaSalle (JLL), CBRE, Gold Bricks FMSなど

5) 国際ISO総会の韓国誘致のため努力

154．FM ISO/TC267確定による韓国FM標準のため

最近の韓国のFM関連イシューと対応



【1】施行：2020年5月30日

【2】目的

建築物の安全確保と便利・快適・美観・機能などの使用価値を維持・向上

するために必要な内容と安全に解体するための内容を指定し、建築物の生涯

に科学的・体系的に管理して国民の安全と福利増進に資することを目的してい

る。

- 建築物管理点検体系

- 建築物火災安全性能補強

- 解体工事安全強化と建築物管理基盤構築
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【3】法律制定推進背景

1. 建築法制定以前の建築物は建築許可・使用承認を受けずに建築

- 点検する制度がないので安全の問題がある

2．個別建築物の所有者・管理者が点検機関指定

- 検証されていない低価会社の不良検査の問題

3. 解体、撤去、リモデリング工事で予想されていない災害発生

- 建築物解体と撤去工事は申告事項で崩壊事故発生

4. 老朽建築物の比重が37%であり継続的増加が予想され、建物火災
と既存建物の安全管理に関する要求が高まる。
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Thank you!
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